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１．はじめに

Honda は，自༝なҠ動のتͼと๛かで࣋ଓՄೳな社会の

実現をビジϣンに੍ఆし，すべての人が，৺から҆৺して，

Ͳこ΁でも自༝にҠ動することができる社会の実現を目ࢦ

している．

ۙ年，ઌ進ࠃ，ಛに日本のগ子高ྸ化の急速な進行，؀

ҙࣝの高·りと$02ڥ ഉग़ݮ࡟行動のఆண化，౎市部΁の

人口集中（１），それらを見ਾえたंґଘから୤٫した֗ͮく

り（̎）が活ੑしている．

۩ମతには生活機ೳを集約したίンύΫトな֗空ؒにॅ

ं，を高ີ౓に഑ஔしډ ઢをݮらしたりڱΊたりしてา行

ˎ四輪R&Dセンター
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)POEB�8A/%&R�8A-,&R�C0/C&1T のσβイϯ
Design Philosophy of Honda WANDER WALKER CONCEPT

要　　旨

ઌ進ࠃでは，ʮंʯ中৺の֗ͮくりからʮ人ʯ中৺の֗ͮ

くり΁とେきく଩を切り，౎市中৺部のίンύΫト化，生

活機ೳの集ੵ化をਤりながら，า行ݍの੔උ֦େが活ੑ化

している．高ྸ者をはじΊҠ動੍約者の増Ճと౎市ݍ΁の

人口集中が࢝·っていることから，ं や公ަڞ通機ؔをิ

଴が高·ってظする，新しいύーιφϧモビリティ΁の׬

いる．

Honda	WANDER	WAL,ER	$0N$E1Tは୭もがܰؾに

ग़かけたくなるʮ౎市ܕϚΠΫϩϜーόʯを目ࢦして開発し

た．Ҡ動空ؒόリΞの௿ݮにد༩するύοέージσザΠン

は，֗ なかのΠンϑϥにΞΫセεしやすいαΠζとして，

ंମ෯ 540	NN，࠷খճ転൒ܘ 1,000	NN，ʮその৔ટճモー

ドʯを実現した．୭にもわかりやすい直感తなૢ࡞のしや

すさを目ࢦし，πΠンレόーεテΞリンάを࠾用した．外

ग़にରする৺理తόリΞをܰݮするʮ見कりΞϓリʯなͲを

実૷した৘報通৴ϓϥοトϑΥーϜやʮ͓迎えモード෇ి

動γートʯをఏҊした．εタΠリンάσザΠンはʮ6R#AN	

$0N4TR6$T*0N	4T:LEʯをίンセϓトとし，֗ なかܠ

をγンϓϧなπܗにೃછΉεタΠリογϡでさり͛ない؍

ΠンϑレーϜߏ଄で۩現化した．·たϑレーϜߏ଄とする

ことで，内ଆに自༝なΧーΰεϖーεを実現させた．

ABSTRACT

Advanced nations are undergoing a major shift in 
direction from “car-centered” to “human-centered” 
urban design. Essential functions are being concentrated 
and city centers are becoming more compact, while 
initiatives to provide and expand pedestrian areas are 
intensifying. As we welcome an era in which the number 
of elderly citizens and others experiencing restricted 
mobility will increase and populations will undergo 
further urban concentration, expectations are increasing 
for new personal mobility aids that will supplement cars 
and public transport.

The Honda WANDER WALKER CONCEPT was 
developed to offer an “urban micro-mover” that would 
encourage all users to leave their homes and become 
mobile. Seeking a package design that would contribute 
to reducing infrastructural barriers, the development 
team achieved a size that would make it easy for users 
to access urban infrastructure. The WANDER WALKER 
CONCEPT is 540 mm wide with a minimum turning 
radius of 1,000 mm, making it capable of turning in its 
place. Twin-lever steering has been employed to ensure 
intuitive operation that is easily understood by all users.

In order to reduce psychological barriers to leaving 
the home, the WANDER WALKER CONCEPT is 
provided with an information and communications 
platform including a “Safety Watch” application, and an 
electrically operated seat with a “Welcome Mode.” Under 
the concept of “Urban Construction Style,” through the 
use of a simple twin-frame structure the styling design 
of the vehicle achieved a stylish yet unselfconscious 
design that would fit into the urban environment. The 
use of a frame structure also made it possible to provide 
a freely usable cargo space in the interior of the unit.
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550 mm or less 1,000 mm or less

空ؒを֬อするಓ࿏μΠエοト౳が޻ࢪ，౼ݕされている.

その݁Ռ，ग़かけなくてもࡁΉ *T αービεの֦େと૬

·って，౎市生活者，ಛにҠ動੍約者の生活ݍのڱখ化，社

会઀఺の૕失ݒ೦が新たな՝୊として্ཱͪがってきた．

Honda は次世代ύーιφϧモビリティ実ূ実（３）ݧ，（̐）を

通して，݈ 感や活力なͲ，20L（生活の質）のҡ࣋向্が߁

Ҡ動の新しいՁ஋となりಘることを見ग़した．	

それらの実ূ実ݧを通してಘられた஌見やݧܦに基ͮ

き，౎市ܕの新しいύーιφϧモビリティ૑ग़΁の૝いが

ืり，開発にऔり૊Μだ．

	WAL,ER	WANDER	੒したίンセϓトモσϧをHonda׬

$0N$E1Tと໊෇け，౦ژモーターγϣー2015でఏҊした．

２．σβイϯίϯηϓト

今後，౎市部での増Ճが見ࠐ·れる໔ڐ返ೲ前後の自ཱ

高ྸ者をターήοトユーザとఆΊ，า行空ؒモビリティと

して実੷のあるϋンドϧిܕ動ंいす +*4 をϕーεに֨ن

．૝を࢝Ίたߏըا

次世代ύーιφϧモビリティ実ূ実ݧでのి動ंいすར

用者の੠の෼ੳと，市ൢのϋンドϧిܕ動ंいすでの֗な

かやళฮ内のར用ମݧから，৺理తόリΞ，Ҡ動空ؒにର

するόリΞ，身ମతόリΞがབྷみ合い，ܰؾなར用の્֐

要Ҽになっていることがわかった．
Fig. 1にࣔす৺理తόリΞ（1TZcholoHical	 barrierT）と

は，ʮؾになるଞ人のࢹઢʯや，ʮ外ग़するとଞ人に໎࿭と

ෛ୲をかけてし·うと思うͪ࣋ؾʯ，·たʮ高ྸ者୯ಠでの

外ग़にରするՈ଒の൓ରʯなͲをあらわす．

Ҡ動空ؒόリΞ（*nGraTtrVctVral	 barrierT）とは，ʮ段ࠩ

なͲのಓ࿏ঢ়گ，自動վࡳ機の通࿏෯，৐ंした··ೖれ

ないళฮʯや，ʮ自୐にஔく৔所がない，ग़ઌでࢭΊるとこ

ろが見ͭからないʯなͲをあらわす．

身ମతόリΞ（1hZTical	 barrierT）とは，ʮࢹ力，ௌ力，ମ

力のਰえʯや，ʮҠ動ࢧԉ機ثを࢖ったら·す·す଍ࠊがऑ

·るのではというݒ೦ʯをあらわす．

これらのόリΞをσザΠンと技術でܰݮさせるΞΠσィ

Ξग़しを進Ίながら，೐わう֗なかにܰؾにग़かけたくな

る，一人৐り౎市ܕϚΠΫϩϜーόの૑ग़を目ࢦした．

３．ύッケーδσβイϯ

Ҡ動空ؒόリΞの௿ݮにد༩するύοέージσザΠン

は，԰内，԰外，エレϕータ，ి ं౳，֗ なかのΠンϑϥに

ΞΫセεできるαΠζとして，ं ମ෯ 550	 NN Ҏ下，࠷খ

ճ転൒ܘ 1,000	 NN Ҏ下を目ඪにఆΊた．その実現にはい

くͭかのટճۦ， 動手๏がある．ટճ時のंମڍ動がӡ転

者͓よͼ周りのา行者にわかりやすいという఺で前輪εテ

Ξにこだわった．࠷খճ転൒ܘを 1,000	 NN Ҏ下に཈える

には前輪の切れ֯をେきくするඞ要があり，その৔ટճ時

のۦ動力を༗ޮに࢖うたΊ前輪ۦ動方式とした．·た，֗

なかとはいえい·だに࢒る段ࠩやෆ੔地をεϜーζに৐り

ӽえるたΊに直ܘ 260	 NN のタΠϠαΠζと 80	NN の࠷

௿地্高を৚݅とした（Fig. 2）．その৚݅下で，৐り߱りੑ

やΞΠϙΠントのద切ੑなͲূݕを進Ίた（Fig. 3）．

ૢ，り方とಉ様に࠲ ଩方๏もύοέージσザΠンを考え

る্で重要な要ૉである．౰ॳ，ి 動ंいすに用いられる

ジϣΠεティοΫがީิにු্した．ย手でૢ࡞できるこ

とや，εϖーεతに੍約がগないことがར఺だが，実際に

6	LN�h というεϐードでߥれた࿏໘を૸る時，急ϒレーΩ

をかけた時なͲ，ମをࢧえる動࡞が容қにとれないことが

൑明した．

Fig. 1   Grand concept Fig. 2   Package concept
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一方όーϋンドϧタΠϓのి動ंいすは，্ ൒身にかか

るՙ重を自然にٵऩすることができる．όーϋンドϧタΠ

ϓのྑい఺はそれだけではない．า行者としてѻわれるి

動ंいすは，ڍ動を周りのา行者に஌らせるඞ要がある．

自転ंとಉじૢ଩方๏のόーϋンドϧはユーザのڍ動が周

りに఻わりやすいこともར఺といえる．Ҏ্を౿·えてૢ

଩方๏は後ड़するπΠンレόーεテΞリンά（TL4）を࠾

用した．

次世代ύーιφϧモビリティ実ূ実ݧでి動ंいすユー

ザにΞンέートをऔったところ，ෆຬとして一番多かった

のが，Χーΰεϖーεの数がগなく，容ྔがখさいことで

あった．·た，高ྸ者が࣋ͪؼりにくい日用඼として，ト

Πレοトϖーύの 12 ϩーϧύοΫやティογϡϘοΫε

て͓り，それらがੵ載できるΧーΰε͛ڍύοΫをݸ５

ϖーεの۩උもύοέージσザΠンの৚݅とした．

ύンΫの৺഑のないエΞレεタΠϠには࿡֯ܗと四֯

用した．ジΦϝト࠾を૊み合わせたジΦϝトリοΫฑをܗ

リοΫฑの݀によってܰշ感を目ࢦした（Fig. 7）．

Fig. 3   Package prototype

Fig. 5   Features of Honda WANDER WALKER 
CONCEPT

Fig. 7   Airless tire

４．スλイϦϯάσβイϯ

ར用を્֐するͭࡾのόリΞで࠷もେきなものが৺理త

όリΞと考える．෱ࢱ用඼然とした機ثを࢖うことは，い

かにもऑっていると思われるので，できれば࢖いたくない

とか，ं いすなͲで外ग़するとଞ人の໎࿭になるのではと

のҙࣝもಇき，外ग़を߇える܏向が見られる．

うことがஏずかしくなく，εタΠリογϡでさり͛な࢖

いεタΠリンάίンセϓトを6R#AN	$0N4TR6$T*0N	

4T:LEとし，֗ なかにೃછΉܗを௥ٴした．

昨今の৺地よい֗なかをܗ੒しているϥンドεέーϓ

σザΠンをࢀ考にしながら，࠷高時速 6	 LN�h とはいえ৐

り෺であるҠ動ମσザΠンの༥合をࢼみた．二本のϑレー

ϜでࠨӈからڬΜだようなγンϓϧなπΠンϑレーϜߏ଄

は，そのܰさやಁ明ੑからモμンなεトリートϑΝχνϟ

のように֗の؍ܠにೃછΉ（Fig. 4）．·た，ं ମの空いた空

ؒは࢖い方を限ఆしない自༝なΧーΰεϖーεとした．π

ΠンϑレーϜの内ଆにՙ෺をੵ載しても，εタΠリンάに

Өڹがग़ないこともಛ௃である（Fig. 5，Fig. 6）．

Fig. 4   Final exterior rendering

Fig. 6   Final exterior
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Fig. 9   Pivot turn mode realized by TLS

５．イϯλーϑΣースσβイϯ

Ճྸによる身ମのਰえを感じ࢝Ίる高ྸのターήοト

ユーザにとって，機ྨثのૢ࡞がόリΞになっていては

本຤転౗である．しかし，高ྸ者をҙࣝするあ·りの見え

ಁいた機ೳやΠンターϑΣーεはٯに࢖うことをたΊら

わせ，৺理తόリΞとなる．୭にもわかりやすい直感త

なૢ࡞のしやすさと，新技術を࢖った͓もてなし感のあ

るユχόーαϧσザΠン（6D）ΠンターϑΣーεを目ࢦ

した．ಛ௃は TL4，ं ྆ೝূと࿈動した͓迎えγート機

ଳσόΠεの࿈ܞ，見कりΞϓリの３఺である．·た，ߏ

౳のܞ *nGorNation	and	$oNNVnication	TechnoloHZ（*$T），

V2Xや自動ॆి，自動றंといった *ntelliHent	 TranTport	

4ZTteNT（*T4）の৘報通৴ϓϥοトϑΥーϜの૷උはこ

れからのύーιφϧモビリティに重要であると考え，

WANDER	WAL,ER	$0N$E1Tでは̔Πンνタϒレο

トを通৴基൫としてσザΠンに૊みࠐΜだ（Fig. 8）．

TL4は Honda がಠ自に考Ҋした前後ަ࡞ૢޓによるε

テΞリンάૢ࡞方๏である．直感తなೖ力であり，ؔ અを

೧らない二ؔઅےの৳ॖૢ࡞によるർ࿑ܰޮݮՌがূ明

されている（５）．ಉ時に，εテΞόΠϫΠϠ੍ޚにすること

でૢ଩力をさらにܰݮしている．前輪のૢ଩֯はϋンドϧ

の前後ૢྔ࡞にԠじて੍ޚされるが，ఀ ंঢ়ଶでϋンドϧ

を࠷େϙジγϣン·でૢ࡞した৔合のみ，その৔ટճがՄ

ೳとなる．࢟ ੎がอ࣋しやすいόーϋンドϧ機ೳもඋえた

TL4機ೳは，高ྸ者にも࢖いやすい新しいεテΞリンάૢ

．と考える（Fig. 9）ߏ機࡞

଍ࠊがऑったユーザがεϜーζに૸行·でのྲྀれを͓

こなえるように，͓ 迎えモードγートを考Ҋした．ユーザ

が࣋ͭݤとなるタϒレοトを所࣋しながらۙͮくと，౮ମ

が఺໓し，γートがユーザのཱͭଆにճ転し，10 ౓下に

をଅすというものである．さらにタϒレοトを࠲き，ண܏

所ఆのҐஔにセοトすると，自動తにεタンόΠモードに

なる．あえて૸行Մೳঢ়ଶ·で自動で͓こなわなかったの

は，Ήきग़しになったૢܥ࡞をޡってૢ࡞してし·ったと

きなͲ，ユーザのҙ思に൓して動きग़すことを๷͙たΊで

ある．

৺理όリΞの中にはՈ଒の൓ରという੠がある．次世代

ύーιφϧモビリティ実ূ実ݧでは，見कりΞϓリを開発

した．ར用者，Ո଒のΞンέート݁Ռでは，見कられてい

る҆৺感，見कっている҆৺感が૬ޓにあり，外ग़ࢧԉの

༗ޮなπーϧになりಘると実感した．	

見कりΞϓリにՃえ，ަ 通ܥの஫ҙىש，৘報ఏڙ，݈

؅理ιϑトなͲのΞϓリ実૷も考えられる．これらによ߁

り外ग़にରする৺理తόリΞがܰݮされ，行ける所より行

きたい所΁自෼自身で行くことがՄೳとなる．すべての人

が，̓ ৺して，Ͳこ΁でも自༝にҠ動することができる，

Ҡ動するتͼのى఺になる．

Fig. 8   Connection via ICT and ITS

６．Χϥーσβイϯ

౎会తでありながらもԹかみを感じさせる考え方

として，Χϥーίンセϓトを 6R#AN	 NAT6RAL	

$00RD*NATEとした．見た目のඒしさだけでなく，機ೳ

ඒを݉Ͷඋえた表現を実現した（Fig. 10）．ઌ進Πϝージの

ϗϫΠトとΞΫセントΧϥーのίンビωーγϣンを࠾用し

た．エΫεテリΞΧϥーのϗϫΠトにରし，ஆかみのある

μーΫトーンϒϥ΢ンの木目ฑでίントϥεトをͭけるこ

とで，֨ࠎをよりڧ調させるҙঊとした．·た，ग़かける

ことがָしくなるようなޫܬΠエϩーάリーンをタΠϠ
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×
WOOD

REAL LEATHER
ACCENT NEON COLOR

WHITE
×

DARK COLOR

URBAN NATURAL COORDINATE

ଆ໘にΞΫセントΧϥーとして࠾用して͓り，この色に൓

༩していدೝੑ౳の向্にもࢹ用することで，ඃ࢖をࡐࣹ

る．ϝΠンΧϥーのϗϫΠトύーϧは，その৔ટճ౳のಠ

ಛな動きの中でよりεタΠリンάがҾきཱͭようにϋΠϥ

Πトがΰーϧドにًく質感を࣋たせた．ҙঊを発現するృ

ບߏ੒は̎ίートで，ϑΝーεトϕーε૚はιリοドϗϫ

Πト，セΧンドϕーε૚にはओにΨϥεϑレーΫޫًࡐと

ΰーϧドׯবύーϧをؚ༗させた．太ཅޫをΩϥΩϥと൓

ࣹさせεタΠリンάのཱମ感をڧ調しながら，現ࡏの౎会

తな֗ฒみにೃછΉ色合いとした．

̓．ίϯηϓトとࣾձड༰性

౦ژモーターγϣー2015 にHonda	WANDER	WAL,ER	

$0N$E1Tをग़ల（Fig. 11）し，ύーιφϧモビリティί

ンセϓトϒーεでΞンέート調ࠪを実ࢪ，૯数 215 ݅をճ

ऩした．そのうͪHonda	WANDER	WAL,ER	$0N$E1T

΁は 40 ݅のίϝントがدせられた．約 80� が 20 代உੑ

からで，༧૝Ҏ্に若年૚のؔ৺を֫ಘし，新しいモビリ

ティとしてҭͭՄೳੑが感じられた．

ίンセϓトड容ੑにͭいてのίϝントは，高ྸ者時代を

考えている，਌に৐って΄しいなͲ，̐ ݅であった．機ೳ

ड容ੑにͭいてのίϝントは，খճりੑ，ίンύΫトαΠ

ζ，̔ ෺εϖーεをධՁしたものが 30 ݅であった．εタΠ

リンάड容ੑにͭいてのίϝントは̒݅であった．高ྸ者

モビリティとしては，のୠしॻき෇が̎݅あったが，γン

ϓϧで๞きのこないεタΠリンάはलҳとのҙ見があり，

͓͓ΉͶߠఆతなҙ見を௖いた．

一方，ジϟーφリεトから 11 ݅のίϝント，15 ϝσィ

Ξ΁の記事掲載があった．

超高ྸ社会という日本ಛ༗の社会՝୊に向き合ったఏҊ

として，ಛにίンセϓト΁のڞ感，൓ڹが高かった．代表

తなίϝントを記す．

ʮ高ྸ化社会に向けたتばしいऔり૊みである．自動ं

ϝーΧの社会త੹೚をૌえかける࢟੎をධՁしたいʯ，ʮະ

དྷを考えながら，ΫϧϚの原఺にཱͪ໭るようなίンセϓ

トをධՁしたい．高ྸ化社会はこΜなʮ଍ʯを଴っているʯ，

ʮίンύΫトなϘσィにࠐΊられたૢॎੑのྑさが印৅

తʯ，ʮTL4 は֬かに高ྸ者に合う技術だʯ，ʮ基本はモϊ

トーンというT10をબばないջのਂいσザΠンʯなͲ．Ҏ

্の൓ڹから，ఏҊしたίンセϓトとσザΠンのड容ੑが

֬ೝできた．

̔．まとめ

開発νーϜは，Honda 四輪σザΠンの技術とセンεを࠷

େ限に活かし，ίンύΫトな౎市空ؒに͓ける生活者やདྷ

֗者のҠ動χーζにԠえ，֗ の೐わいの活ੑにもد༩でき

るັ力తなύーιφϧモビリティを࢈みग़した．

Fig. 10   Color concept

Fig. 11   Tokyo Motor Show 2015
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一方，2020 年౦ژΦリンϐοΫɾύϥリンϐοΫの開

ڥ機となり，多様なར用者に向けたަ通αービε؀ܖが࠵

がେきくม化し࢝Ίている．ࠃ౔ަ通লは，మಓ౳をϋン

ドϧిܗ動ंҜ子によりར用する際のར用者͓よͼϋンド

ϧిܗ動ंҜ子にؔする要݅の見直しにͭいてݕ౼するた

Ί，2016 年 11 月ʮϋンドϧిܗ動ंいすの公ަڞ通ར用

౳にؔする調ࠪݕ౼委員会ʯをઃஔ（̒）し公ަڞ通ར用の際

の要݅の見直しが࢝·った．

今後は，౦ژモーターγϣー2015 での൓ڹやΞンέー

トの෼ੳ，社会動向のม化を౿·えて，ྔ をՃຯしたੑ࢈

実૸行モσϧを੍࡞し，リΞϧϫーϧドでのσザΠンと機

ೳのϒϥγϡΞοϓ，人と社会をͭな͙ίϛϡχέーγϣ

ンπーϧとしてのূݕを進Ίたいと考える．

すべての人が，৺から҆৺して，Ͳこ΁でも自༝にҠ動

することができる，そΜな社会の実現を目ࢦし，ܧଓతな

研究開発を進Ίていきたい．
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